
【発表題目】 

コンパラブル・コーパスを用いた英作文と日本語作文の使用語彙に関する対照研究 

【要旨】 

第二言語習得研究において，学習者の第一言語と第二言語の構造的差異を調べる対照分 

析は古くからあった。また，最近では，学習者コーパスを用いて，母語話者による言語使 

用と非母語話者による言語使用はどのように異なるのか，つまり，非母語話者が有意に過 

剰使用あるいは過少使用しがちな目標言語の言語的特徴は何か，を調査する研究も盛んで 

ある。さらに，コーパス言語学の分野では，二つ以上の言語の対訳データを集めたパラレ 

ル・コーパスの構築や分析も存在する。しかし，このような状況にありながら，ある言語 

の  (1) 母語話者の言語データ， (2) 非母語話者の言語データ， (3) 非母語話者の第一言語デ 

ータを多元的に比較した計量的研究は殆ど存在しない。 

本発表の目的は，  (1) 英語母語話者による英作文データ，(2) 日本人学習者による英作 

文データ，(3) 日本語母語話者による日本語作文データを多元的に比較し，日本人学習者 

の英語習得における母語（日本語）の影響に光を当てることである。分析にあたっては， 

同一のサンプリング・フレーム（同一の年齢，同一の学習環境，同一の作文テーマ，同一 

の作文環境など）で構築されたコンパラブル・コーパスを用いる。 

分析の手順には，二つの段階がある。第一の段階では，英語母語話者による英作文デー 

タと日本人学習者による英作文データに生起する全ての語彙の頻度を統計的に比較し，日 

本人英語学習者が有意に過剰使用している語彙と過少使用している語彙を抽出する。そし 

て，第二の段階では，前の段階で二群の頻度間に統計的有意差が見られた語彙の使用（日 

本人英語学習者に特徴的な語彙使用）に関して，日本人による英作文データと日本語作文 

データを量的・質的に比較する。 

その結果， 日本人学習者の英作文では， 日本語には存在しない冠詞， 関係詞 （後置修飾）， 

前置詞などが過少使用され，日本語作文においても高頻度であった人称代名詞や接続詞な 

どが過剰使用されていた。また，英語母語話者と日本人学習者は，自らの母語使用におい 

ては様々な緩衝表現を用いていたが，日本人学習者の英作文（非母語による作文）では， 

緩衝表現は極めて少なかった。これは，母語による影響というよりは，英語習熟度の問題 

であると思われる。その他，いくつかの点でモダリティに関する差異が見られた。 
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